
 

 

 

 

 

 

 

「わからないこと」の大切さ 
                       学 校 長  

 
早いもので今年度も残すところ約１ヶ月になりました。特に

３年生にとっては３月１０日の卒業式まであと少しです。残り

少ない中学校生活を悔いのないように過ごしてほしいもので

す。１・２年生にとっても、残り１ヶ月間で、次の学年に進級

するためにしっかりとした節目をつくって、竹のようにしなや

かに、力強く成長していってくれればと思っています。 

 

さて、生徒たちが持っている滝野中学校の「学習の手引き」

の表紙の裏側に、玄田有史さんの「『わからないこと』の大切さ」という文章が掲載されています。

この文章は、兵庫版道徳教育副読本『心かがやく』に教材として載っているものです。玄田さんは

東京大学教授でニート問題の第一人者として知られている方です。私はこの文章に出会ったときに

すごく感銘を受けました。内容は次の通りです。 

 

ある中学校を訪問した時に生徒から「なんで勉強ってしないといけないんですか？勉強する意味

がわからないから、する気がしない。」と言われ、玄田さんは色々な話をされながら「勉強ってわか

らないことだらけだよね。でも、勉強っていうのは、わからないということに慣れる練習をしてい

るんだよ。」と言われました。そして「社会に出ると、毎日がわからないことだらけです。よくわか

らない社会で毎日生きるために、一番大切なのは、わからないということから逃げないことです。」

「学校での生活は、すべて、わからいことに慣れ、そこから逃げないための練習なのです。」「逃げ

ず、あきらめず、ウロウロしているうちに“こんなことをしたい”“あんなふうになりたい”という

希望に出会うことができるのです。」という内容の話です。 

  

 もし私が生徒から「勉強する意味って何ですか」と質問を受けたら、「勉強は将来必ず役に立つ。

漢字が読めなかったり、計算ができなかったりすれば、仕事にもつけないし、生活するにも困るで

しょ。」と答えていたと思います。だから、玄田さんの「勉強はわからないということに慣れる練習」

という考え方が強く心に残りました。確かに自分のことを振り返ってみると、学生時代に勉強した

ことが今役に立っていることは少ないです。それよりもわからないことが努力することによって、

わかるようになったという経験の方が役に立っています。玄田さんの言われるように、わからない

ことから逃げずに、あきらめずウロウロしたり、悩み続けたりすることが大切なのだと思います。 

 

 さらに、玄田さんは『希望のつくり方』（岩波新書）の中で、「大きな壁にぶつかったときに大切

なことはただ一つ。壁の前でちゃんとウロウロしていること。」と言われています。生徒たちは、こ

れからの人生でいくつもの壁にぶつかります。頑張って乗り越えられる壁もありますし、頑張って

も乗り越えられない大きな壁もあります。どうしても壁が乗り越えられないときは、あきらめずに

壁の前でウロウロしていることが大切だということです。壁の前でウロウロしていたら、小さな穴

が見つかるかもしれません。突如壁に亀裂が入るかもしれません。誰かが上からロープを下ろして

くれるかもしれません。あきらめてしまうと何も起こらないのです。これから壁にぶつかったとき

には、あきらめたり、逃げたりせずに、壁の前でウロウロする人間になっていってほしいものです。  

スキー教室（１年生） 

 

２／１９～２１の間、１年生がハチ高原までスキー教室に行ってき

ました。１月に行く予定だったのですが、暖冬で雪がなく延期になっ

ていました。今回は前日の１８日にたくさん雪が降りましたし、３日

間とも好天にも恵まれ、十分にスキーを楽しむことができました。 

今年のスキー教室のスローガンは「ＤＩＳＣＯＶＥＲ ～挑戦・絆・

責任～」でした。スローガン通り、たくさんの発見がある充実したスキー教室になりました。 

１日目は、大久保ゲレンデで、スキー板のつけ方や歩き方、こけ方、簡単な滑り方などを教えて

もらいました。初めてスキーをする生徒が多く、悪戦苦闘しながらスキーに取り組んでいました。

しかし、２日目になると、見違えるほど上手になっていました。午後からはリフトに乗ってハチ高

原まで行き、そこから林間コースを滑っておりました。生徒たちもスキーを楽しめるほど上手にな

っていました。最終日もリフトに乗り、ハチ高原でスキーを楽しみました。生徒たちはこの３日間

で本当に上手になりました。上達の早さに驚かされました。 

今回のスキー教室で、１年生はスキーの技能が上達したのはもちろんのことですが、集団として

の成長や生徒たちの新たな素晴らしい一面をたくさん発見することができました。この成果を来年

度へとつなげていってくれることと思います。 
 

若鮎達の活躍！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３・４月の予定 

 ３月 ５日（木）３年生卒業お祝い給食 

   １０日（火）卒業証書授与式 9:30～ 

   １２日（木）公立高校入学者選抜学力検査 

   １３日（金）学校評議員会 

   １９日（木）公立高校合格者発表 

   ２０日（金）春分の日 

   ２４日（火）令和元年度修了式 

２５日（水）春季休業日開始 

 ４月 ７日（火）始業式、離任・着任式 

    ８日（水）入学式 14:00～ 

   ２５日（土）学習参観日、ＰＴＡ総会 
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朝日に映える氷ノ山 

☆兵庫県郡市区対抗駅伝競走大会 

  加東市男子…４部第２位、○○○○…４部３区第２位 

  加東市女子…４部第１位、○○○○…４部３区第１位 

☆サッカー部  第２２回Ｕ－１３選手権北播磨大会 第３位 

☆女子ソフトテニス部  第５回加東市チャレンジカップ 準優勝 

            第９回播州ＵＤＡＴＳＵカップ 第３位 

       第６回西脇招待ｿﾌﾄﾃﾆｽｼﾝｸﾞﾙｽ大会 優勝…○○○○ 第３位…○○○○ 

★兵庫県中学生作曲コンクール【佳作】○○○○、○○○○、○○○○、○○○○ 

 自転車鍵かけコンクールで優秀賞！ 

生活部校外が毎日の常時活動として、自転車

の鍵がきちんとかけてあるか点検をしていま

す。これは、自転車が盗難にあわないように鍵

をかけることを習慣化するためです。その結

果、本年度の鍵かけ率が９７％を超えたという

ことで、このたび加東警察署及び加東防犯協会

から優秀賞をいただきました。 


